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私塾ネット四国 秋の研修会を神奈川で開催 

日時：平成２２年１０月３日 午後１時００分～午後３時３０分 
場所：神奈川県藤沢市藤沢６０２ 株式会社 STEP 本部 

 さわやかな秋空の下、私塾ネット四国エリア秋

の研修会は、四国の研修会にもかかわらず、ス

テップ龍井先生の絶大なるご協力のもと、神奈川

県藤沢のステップ新本部にて行われ、総勢３５名

のご参加をいただきました。今回の研修会は一言

で言って、「ステップさんすごい、来てよかっ

た。」ではないでしょうか。龍井先生の、本気の

研修に、私たち参加者は心地よい緊張と感謝の気

持ちでいっぱいです。先生本当にありがとうござ

いました。教務と合格实績を中心にした塾運営

が、職員・生徒・保護者を幸せにするとの信念に

共感し、自塾の運営体制をもう一度考え、ステッ

プUPを考えられた先生方も多かったことでしょ

う。 
 

第１部（１３：００～１３：３０） 校舎見学 

 ０９年に完成された本部校はどこもぴかぴか

で、気持ちのいい学習環境が整っていました。各

教室の造りも中学生用、高校生用と様々なタイプ

に工夫されていました。 
 

第２部（１３：３０～１５：３０）研修会   

司会 寺嶋 謙次先生 

講師 龍井 郷二先生 

 いつもダンディーな寺

嶋謙次先生の開会の言葉

で幕があけました。続い

て、私塾ネットセンター

理事長 鈴木正之先生よ

り今回の研修のお礼と、

来年度私塾ネット10周年

のご挨拶を頂きました。 

さていよいよ、龍井郷二

先生の講演です。第一の

テーマは、「教務を中心に回る体制を」です。研

修には、相当力を入れられているとのことで、特

に新人研修は入社後２年間は各40回、3年目からも

年20回継続することが大切とのことでした。教え

る技術に着眼する社風を目指すことがその目的だ

そうです。 

また、授業が好きな講師が働きやすい体制をと

いうことで、予習時間の確保や、どの教材、もし

くは自主教材を使うこともある程度講師の判断に

任せているそうです。さらに営業はしない、させ

ないの方針の下、講師が誇りの持てる働き方をし

てもらいたいとのこと。社員が自分の子供を入れ

させたいと願う塾でなければ、とのことです。最

後に職員の給与も成長期とも言うべき新人の上げ幅

を大きくして、やる気のある職員の成長をうながし

ていて講師が努力さえすれば、数年後の自分の年俸

が分かるようモデル給与をオープンにしています。

ステップの職員の皆様は幸せですね・・・。 

第二のテーマは「校舎展開について」です。決し

て無理な展開はしない。一つの地域の攻め方として

は、その地域のNO１校への合格实績で評価をいた

だくとのこと。尐々時間はかかっても、学習塾の王

道を歩みつづけるという信念と姿勢が、生徒募集に

おいても最大の武器（合格实績）になると思いまし

た。 

合格实績のグラフが右肩上がりで、他社を圧倒して

いる状況を見せ付けられると他に言葉はいらないと

さえ感じました。 

第三のテーマは「この仕事を通じて誰が幸せにな

るか」です。生徒・保護者・スタッフ 

の３者ともが幸せにならないといけないとのこと。

決して一部の幹部のためだけに塾があるのではない 

鈴木センター理事長から遠路参加された皆さんにエール。 

STEP 龍井代表自ら講師役を務められた。 
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とのこと。そのためにも教務を中心に回る体制を

大切にすることによって、生徒は学力が向上し、

保護者は子育てへの自身と生きる力強さを感じ、

先生方は教務面での自己表現と生活の糧を手にす

ることができ、会社を通して社会貢献が出来るの

です。 

第四のテーマは「変に企業ぶらず、塾教師の情念

を大切にする」です。龍井先生はフツフツと湧い

てくる教えるという講師の衝動を大切にすると

おっしゃっていました。 

第五のテーマは「会社の経営数字の目標の考え

方」とつづきます。 

 ここでは、利益は目的ではないが、成長の資

源、設備投資の財源として必要なものである。ま

た利益を人件費に重く配分し、他の販売管理費を

絞る傾向にあるとのことでした。年商７０億 経

常利益率２０パーセントなど实績と素晴らしい経

営内容、全てにおいて信頼を得るに足る塾です

ね。 

白熱したお話に一同食い入り、時間があっとい

う間に過ぎていました。龍井先生も本日の研修会

の準備のために、たくさんの時間と資料をご準備

していただき、ありがとうございました。 

（懇親会１次会）（午後６：３０～８：３０） 

 品川プリンスホテル 本館宴会場  

 湯口先生の司会のも

と、谷村会長のご挨拶に

始まり、山口恭弘先生の

乾杯の音頭で幕が開きま

した。龍井先生もご参加

くださり、華やかな懇親

会となりました。昼の研

修会が一斉授業ならば、

夜の懇親会は個別授業形

式といったところでしょ

うか。龍井先生の周りに

は、個別指導希望の先生

方が後をたちませんでした。そのお一人お一人の話

を真剣に聞きに、ズバッと、それも自分の生徒を諭

すかのようにアドバイスされていてすごい方ですね

と、湯口先生がおっしゃっておられました。 

 

（懇親会２次会）（午後８:３０～１０：３０） 

カラオケボックス山手線  
 先生方の勢いは止まりません。ここカラオケボッ

クスでも、わきあいあいと、楽しく歌をうたいまし

た。それぞれの世代の歌が聞けて楽しいものとな

り、今後の先生方の健康と発展を心から願いつつ、

夜はふけていったのでありました。 

報告：私塾ネット四国 

広報 小野 昭 

龍井先生に謝意を述べる湯口先生。 

实りの秋にふさわしく、 

  实りの多い研修会でした。 
歓談が盛り上がる、右から近藤、福富、谷村の四国三県人？ 

千葉と香川を結ぶ最強コンビ誕生、左から原田、清水先生。 

懇親会は山口先生の乾杯から。 
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 理 事 長 活 動 日 誌             理事長 鈴木正之 

 私塾ネットの集まりは楽しい。

「楽しくても中身がなくては意味が

ない」と言われる方もいるかもしれ

ないが、私はそうは思わない。中身

があるから楽しいのだ。ただ、楽し

くなる中身は人それぞれ異なる。だ

からこそ、会員の皆さんに楽しくな

ることを提案していただき、一緒に

活動していただきたいと思う。私塾ネットは開かれ

た組織を目指している。学習塾や私学は、その枠を

はずして子供達の幸せのために活発に交流していく

ことを願っております。 

◆９月５日(日)、６日(月)エリア関東「懇親旅行」 

 日本エアロビクスセンター（千葉） 

千葉学習塾協同組合の歴代の理事長（ご子息が１

名）が一堂に会する会となった。歴代の理事長の皆

さんは酒が好きな先生だ。酒飲みの中に、酒を飲ま

ない関東代表の仲野先生や総務部長の渡辺先生、武

村先生がいるが、まったく違和感がない。今回も飲

んで、歌って、語って帰ってきた。次の日、２日酔

いだが気持ちは爽やか。 

◆９月２６日（日）ＮＰＯ塾全協私立中高相談会 

 新宿ＮＳビル 

私塾ネット発足以来、毎年来させていただいてい

る。今年は早起きは勘弁させていただき、お手伝い

をさぼってしまった。この会は学習塾が主催の私学

相談会としては最も歴史があり、規模も大きい。こ

れからも継続していけることを願っている。私塾

ネットとしては、塾全協さんに協力をしていける関

係を継続したい。 

◆９月３０日(木)月刊私塾界「山田雄司氏お別れの会」 

 帝国ホテル 

何人かの方のお話しを聞いて思ったことだが、山田

さんの成した事の一つは、人と人を結びつけること

だったのではないか。人と人が出会うことで新しい

事が始まる。坂本龍馬が薩摩と長州を結びつけ世の

中を変えていったように、山田さんは人と人を結び

つけて、学習塾業界を教育界を変えていかれた方で

あると考える。山田さんと私の直接の関わりはたっ

た３度だけである。しかし、その３度とも新たな出

会いを提供してくれたものであり、３度とも私に

とって大きなことだった。彼の功績を改めて考えさ

せられたとともに、感謝の気持ちを強く持った。私

自身、教育に携わる者がどうあるべきかをもう一度

見つめ直し行動に移していきたい。ご冥福をお祈り

する。 

◆１０月３日（日）エリア四国「研修会」 

 ステップ（神奈川）・品川プリンスホテル 

四国のみなさんが、神奈川県で研修会を開催。私は

理事長ということで招かれた。ステップの龍井先生

のお話を聞く。龍井先生とは、昨年は広島の研修の

際にお会いした。龍井先生は、まるでイチローのよ

うだ。毎年記録を更新して、なおかつ進化し続け

る。龍井先生の行き着くところはどこなのだろう

か。次にお会いするのが楽しみである。 

◆１０月１０日(日)、１１日(月) 

 全国学習塾協会「塾の日」：鳥羽（三重県） 

今回の目玉は、中村文昭さんの講演。人を引きつけ

る魅力のある方だった。職員や子供達に聞かせたく

なる話であった。 

◆１０月１４日（木）民主党「塾議連」 

 参議院議員会館 

学習塾側参加者は、全国学習塾協会（伊藤会長）、

全国学習塾協同組合（森理事長）、民間教育連盟

（森本会長、山口事務局長）、塾全協（沼田東ブ

ロック理事長）、埼玉私塾協同組合（坂田理事

長）、千葉学習塾協同組合（長谷川理事長）と私塾

ネットから鈴木の８名。議員の方々は、大島九州男

先生の他７，８名（議員は出入りがある）である。

今回は学習塾（協会）から提案がされ、それについ

ての意見交換を行った。提案の骨子は次の３つ。①

「教育立国」政策、②学習塾講師の活用、③教育機

関として認定。子供手当を教育バウチャーで支給す

る件、ＰＩＳＡ型の教育化の件についての意見交換

があった。又、大島先生から、地方で塾議連の勉強

会を月１回のペースで行うという発表があった。会

員皆様には、こういう機会を利用して議員の方々

と、積極的に意見交換を行っていただきたい。塾議

連については鈴木（03-5743-7458）まで。 

民主党「塾議連」 

民主党の塾議連は、参議院議員の大島九州男先生が

立ち上げた、学習塾に対する国会議員連盟。正式名

称は「塾教育を考える議員連盟」。今年の始めに民

間教育連盟の森本先生が、民主党新政権に対して学

習塾サイドから質問状を出そうという話が出発点で

ある。 

まず学習塾団体や学習塾について知ってもらうため

の会が開催され、その後大島先生が塾議連を立ち上

げ、現在衆参の議員数十人が名前を連ねた組織と

なっている。 

塾議連を立ち上げた大島九州男参議院議員 
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日時：2010年（平成22年）9月26日（日） 

   午前11：00～午後3：30 

場所：新宿 NSビル イベントホール 

参加校：ブース参加131校、資料参加13校 

来場者：約4800名      

 

新宿南口を左に出てルミネの横を通り、甲州道路

沿いを歩いて、会場に向かいます。 

会場準備は朝８：３０集合。日曜日朝の新宿ビル街

は閑散としています。カラスが飛び交い、飲食店の

ごみのせいか、生臭い匂いが漂います。この道沿い

には、栄光を吸収合併した佐鳴の本社ビルがありま

すが、ＮＳビルは、その調度裏側です。いつものよ

うに、朝マックをしようと建物の中に入ると、何と

改装中。しかたなく、直接地下の会場へ向かいまし

た。すでに、桂馬先生と安藤（光）先生がいらっ

しゃいました。 

 ８：３０。塾全協理事長の沼田先生からご挨拶が

あり、その後宅急便で届く各学校の案内を各ブース

へ運びます。場所を探し出すのも結構大変です。 

 １０：５０、開会式。１１：００、生徒入場。中

学受験、高校受験のセミナーも同時開催。個別相談

会も随時行います。私も以前個別相談会のブースに

座らせていただいたことがありますが、なかなか手

ごわい質問が多いです。「都立でハンドボール部の

ある学校は？」「陸上のいい先生がいる学校は？」

等々。面談力が付くので若い先生はお勧めです

（笑）。 

 学校の先生も休み返上でご苦労様です。入試担当

の先生は、毎週のように説明会が行なわれているの

で大変だと思います。それでも、塾生の話を聴く

と、このような入試相談会で接した先生の印象か

ら、第一志望に決める生徒も尐なからずいるので、

がんばってほしいですね。 

 今年の来場者は昨年を上回りました。实感として

は、高校は公立志向、中学は私立志向の方が、この

不況にも関わらず増えていると思われます。就職に

おいて、再び大学の学校歴が問われてきていますの

で、その影響なのでしょうか…。それにしても、こ

れだけの授業料格差がありながら、私学が勝ち残っ

ていくには、余程の教育力が試されると思います。

そして、本物が残っていくのでしょうね。 

 １０月２４日（日）には、私塾ネットエリア関東

主催の私学情報交換会がアルカディア市ヶ谷で行わ

れます。毎年、進学情報部長の桂馬先生が、私学の

魅力ある先生をピックアップして、４～５名限定で

じっくり話を聴く会です。その人となりから、学校

を見てみるのも面白い機会だと思います。 

  

 この日の進学相談会は、来場者が途絶えることな

く、盛況に終わりました。 

関わった学校、業者、塾関係の方々、ご苦労様でし

た。             報告：仲野十和田 

NPO塾全協主催 第31回進学相談会 （私塾ネット協賛） 

写真提供：ＮＰＯ塾全協 

←
進
学
相
談
会
開
会
式
の
風
景 

 

↓
個
別
相
談
に
忙
し
い
私
学
の
先
生
方 

ＮＳビル展示会場の全景、右端はエリア関東の桂馬先生。 
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塾主催イベント研究 その⑤ パワーゼミ西本塾（広島） 

塾長 西本 雅明  

 今回は私の塾を全国の会員に

紹介するという大胆不敵な企画

です。とても恥ずかしいのです

が，反面教師としてお読み下さ

れば，いくらか心も休まりま

す。 

 さて，私の塾は地元のいくつ

かの塾と共に「教育ネット21」

という任意団体を運営しています。「教育ネット

21」は，4月，11月に“会場模試”と“保護者セミ

ナー”6月に“英単熟語暗記会”，10月に“社会科

重要項目暗記会”，2月に“入試大予言”とういイ

ベントを行います。 

 “入試大予言”は理科4分野，社会3分野について

それぞれの予想問題を作成し解説授業をします。毎

年「はずれたらどうしよう。」というプレッシャー

と戦いながら予想問題を作成します。今のところな

んとか評判を落とさぬように頑張れていますが，あ

る者はプレッシャーに負けて髪の毛が抜け落ち，ま

たある者はストレスから肥満になったりしながら

の，体を張った大イベントです。 

 英単熟語と社会の暗記会では，効果をはかる手段

として最初に「自己認知テスト」最後に「終了テス

ト」をします。「自己認知テスト」の平均点40点台

が「終了テスト」では90点に近い80点台になりま

す。英単熟語では広島県公立高校入試の過去15年分

の英単熟語の中から頻度の高い500語を選んで出題

します。もちろん簡単な語は除いています。社会は

一問一答式の塾専教材を丸ごと一冊使います。 

 

 保護者セミナーでは4月に「受験生入門（保護者

編）」として，＠良い結果をだすためにまず必要

なことは何でしょう？＠『なぜ勉強しないといけ

ないの？』に明確に答えられますか，という演題

で行いました。11月の保護者セミナーでは「保護

者のための合格セミナー」として，＠間違ってい

ませんかその進路，＠高校入学後の過ごし方，と

いう演題で開催する予定です。できる限り上位の

高校へ進学してもらいたいという親心と，高校進

学後も通塾してほしいというスケベ心が混じり

合ったセミナーです。困りました。もうそろそろ

ご紹介することが無くなってきました。うすっぺ

らでしょう。 

 自塾では春に保護者セミナーを開催しました。

どんな成績の生徒がどんな学校へ進学したかや，

生徒たちの学校での様子を伝えます。近隣の中学

高校の实力を伝えて進路指導に役立てて頂くこと

が目的です。自塾の講座は小1から高3までのクラ

ス授業，個別指導のほかに，「キッズゼミ（幼児

教育）」「パズル道場（能力開発）」「キッズラ

ボ・ジュニアラボ（理科实験教室）」「Neo-

Study(ウェブ授業)」「パワートレーニング（演

習講座）」「英検・数検・漢検対策講座」「定期

試験対策講座」などがあります。 両手をできる

限り広げて，どんな生徒でも受け入れようという

下心見え見えですね。お恥ずかしい，ごめんなさ

い。 

社会科暗記会の風景 

4月、11月に開催する保護者セミナー 
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 今年も、９月５日（日）・６日（月）の１泊２日

で私塾ネット関東の懇親旅行が行われました。今回

は千葉県の長生郡にあります「日本エアロビクスセ

ンター」に宿泊させていただきました。ここは、か

つてオリンピック女子短距離走で活躍したジョイ

ナー選手も宿泊したことがあるそうで、その名前の

通り、本格的なジム施設やトラック、ゴルフ場まで

兼ね備えている大型リゾート施設で、今回はこちら

のコテージを２棟お借りすることになりました。

（おそらく夜中までどんちゃん騒ぎをするであろう

ことを予想して・・・） 

 今回はいつものような大型マイクロバスは残念な

がら出動せず、それぞれが個々に集合する形をとり

ました。いつもはバスに乗った瞬間に『乾杯』が始

まるのですが、今回ばかりはそうはいかなかったで

す。すいません。 

 アクアラインの『海ほたる』に集合した後、まず

向かったのは、金谷港のすぐそばにあるレストラン

『ザ・フィッシュ』。こちらは雑誌やテレビなどで

何度も紹介されてい

るこの辺りでは有名

なお店で、こちらで

いただいた海鮮丼や

煮つけ定食は絶品で

した。また、こちら

のレストランには併

設するおみやげコー

ナーもあり、早速谷村会長は夜食の食材を調達して

いらっしゃいました。实はこちらのレストランの情

報については事前に誉田進学塾の清水貫先生から御

教授いただいておりまして、清水先生は、レストラ

ン情報だけでなく、立ち寄り観光スポットや高速道

路のオービスの位置まで把握していらっしゃって、

その情報たるや圧巻でした。 

 宿に到着してしばらくすると、夕食の時間になり

ました。こちら

の宿の夕食は国

の登録有形文化

財に指定されて

いる『翠州亭』

（すいすてい）

という所で頂い

たのですが、あ

れこれとは書き

ません。ぜひ、お近くにお寄りの際にはこちらでお

食事をされることをお勧めいたします。参考までに

こちらの白砂の庭園と全館の風景写真を載せておき

ますので、ご覧ください。 

 夕食後、コテージに帰り本格的な宴会が始まる

と、日米文化学院の柳田浩靖先生も遅ればせながら

到着し、いつものように私（渡辺浩）とのコンビで

宴会を盛り上げました。こちらの様子は私塾ネット

ホームページのブログのコーナーにアップしており

ますので、そちらも是非ご覧くださいませ。 

私塾ネットＨＰアドレス：http://www.shijuku.net/ 

文責 私塾ネット関東総務部長 渡辺塾 渡辺浩 

エリア関東恒例の懇親旅行会 千葉県・日本エアロビクスセンター 

２次会と宿泊は林間にたたずむ豪華コテージで。 『翠州亭』（すいすてい）での宴席は和風でしっとりと。 

旨い！金目鯛の煮付け肴に、もう一本。 

http://www.shijuku.net/
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    私塾ネット関東・平成22年私学情報交換会 

日時：2010年10月24日(日) 会場：アルカディア市ヶ谷 

第一部 情報交換会（15：30～17：30） 

私学の情報交換会と聞くと、学校の説明会などを

連想し、自校の良さを校長先生が延々と述べる場面

を思い浮かべませんか。でも、28回目を迎えたネッ

ト関東主催の会は全然違います。司会をされた桂馬

先生が長年の私学とのつながりを活かして、毎年数

校の先生をお呼びして行うこの会は、お話される先

生の足跡を聞き、私学の魅力を見出そうとする会

（桂馬先生:談）です。今年も4校5名の先生方が登

壇され、持ち時間25分の中に、それぞれの思いをお

話下さいました。 

その切り口は多種多様、学校に入られる前の紆余

曲折したお話の披瀝、経営のご苦労の暴露、など先

生方に自由に発言していただける会なのです。ま

た、説明会で子供達にされるお話を（私たち参加者

を小学6年生に見立てて）再現して下さったり、親

や理事会との対応の難しさを述懐下さるなどこちら

としては興味津々。時間を忘れて聞き入りました。 

参加者 成立中学高等学校 矢菅隆先生、 二松

学舎大学柏中学高等学校 木村誠治先生・島田竜彦

先生、開智未来中学高校 関根均先生、 東京家政

学院中学高校 吉田義昭先生 

ネット関東代表仲野先生の「ダイヤを磨くのはダ

イヤであるように、人間を向上させるのも人間であ

る。この会を人間を磨く一助にしたい。」との挨拶

からスタート。 

初めは、矢菅先生。48歳ぐらいに見られるが、实

際はこの中で一番若い36歳とのこと。（苦労してい

るな。）成立に就職するとき、悪い評判を聞いてい

たが3日目には後悔したそうです。29歳で進路部長

に抜擢されるも年長者が多く大変だったようです。

平成14年からの学校改革に取り組んできて、成果も

上がってきているようですが、今はまだ改革真っ最

中と謙遜さの中話をくくられた。 

２番目は二松学舎柏の木村先生。来年から校名を

新しく変更し中学も募集とのこと。新たな思いで学

校を始めるにあっての苦労話をされた。我々が新た

な教室を出すのとは違ったご苦労があるようで興味

を持って聞きました。特に改革にはスピードが大切

だが人材不足と金銭面で、雇われ校長は大変ですと

いわれた言葉印象に残りました。続けて話された島

田先生は、木村先生に引っ張られて色々な勉強をさ

せてもらっていることを強調された。よき師につい

て頑張ることの大切さ、逆にしっかりとしたブレー

ンのいるトップの安心感を垣間見ることができまし

た。（良きナンバー2欲しいですね。） 

 

３番目は開智未来の関根

先生。昨年公立高校から開

智高校の校長となられた

が、ご本人は中学から新し

い取り組みをしたいと思わ

れたようで、未来ができる

とのことで引き受けられた

ようだす。小学生サプリ

（サプリは学びを志や身体

生活に立ち返って考え自ら

を変化成長させようとす

る先生の造語です）の实

践をされました。我々を6年生と見立てての体験授

業です。体をほぐす体操からとはびっくり。自分の

ことは自分でできる、相手の立場で考えることがで

きる、夢を持つことができる、この３つの武器を持

つことが大切と話される先生の熱情は大きなもので

した。会場にいた全員がこの先生に自分の子供を預

けたいと思ったのではないでしょうか。 
 

４番目は東京家政学院の吉田先生。女子校で成績

真ん中ぐらいの女の子の集団に、自信を持って社会

に巣立つ元気を与える教育に邁進されている点、感

服しました。絶対に子供を叱らないといわれたこと

印象的でした。校長になられて一年。改革には色々

な反対もあって大変ですが、一歩進むことで回りは

大きく変わり理解してもらえることを实感されたよ

うです、これから先生の下で更に良くなる学校だと

思います。 

最後に、私塾ネット顧問の安藤先生が挨拶に立た

れ「人格、個性の素晴しさがにじみ出ている先生方

ばかりのお話、ありがたかったです。これからも私

学と私塾ともに手を携えて行きましょう」と締めく

くられました。そして余韻を残したまま懇親会へと

会は進みました。  報告：大住明敬（広報部長） 

仲野関東代表の挨拶からスタート、右は担当の桂馬先生。 

関根先生の熱演に会場は沸騰。 
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第二部 懇親会（18：00～20：00） 

 会場を６階「阿蘇」の間に移して懇親会は開かれまし

た。出席者は５０名でその内訳は、私学関係者２８名塾

関係者２２名でした。昨年と比べるとやや尐なめでした

が、私学と塾の人数のバランスはまずまずです。それに

着席式のパーティーでしたので、じっくりと腰を落ち着

け、お一人お一人に目配りのできる最適の人数だったと

言えそうです。 

 懇親会は鈴木正之理事長の挨拶から始まりました。理

事長は出席者に謝辞を述べるとともに、学習塾団体活動

について「直接的・即物的なメリットを求めるのではな

く、そこで出合う人たちとの交流を大切にしたい」との

持論を披露され、出席者から大きな拍手をうけられました。 

 主催者挨拶の後すぐに乾杯に移るのが私塾ネット関東

の流儀で、さっそく指名されたのが千代田女学園の菅原

俊軌校長。ウイットに富んだご挨拶と元気な乾杯のご発

声で酒宴が始まりました。 

 ネット関東のパーティーの名物が、仲野十和田代表手

造りの感動ＤＶＤ映像の映写です。この日もネット関東

の一年の活動を、簡潔にかつユーモアあふれる映像にま

とめ披露され、出席者の喝采を浴びました。 

 出席者全員の一分スピーチも情報交換会恒例のイベン

トです。谷村会長の「模範スピーチ」を皮切りに、５０

名全員がそれぞれのエピソードを、面白おかしく披露さ

れ時間の経つのを忘れるようでした。お一人お一人のお

話を披露いただけるのも、５０名というパーティー規模

なればこその利点でしょう。そして一分スピーチの大ト

リは京北学園の川井正校長。来年度から東洋大学の付属

校として新たな一歩を踏み出すという、夢の实現を期待

をこめて語られました。 

 ２時間におよんだ懇親会も、私塾ネット副理事長梶原

先生の一本締めで無事お開きとなりました。この情報交

換会は私塾と私学の交流の場として２０年を越えて開催

されている伝統の催しです。８月以降の進学説明会等一

連のイベントの締めに相当する行事です。これを機に塾

は最終的な進路指導と学習指導に入り、私学は学校独自

の募集活動にまい進することになります。この日の出席

者は来春の入試が、共に成功裏に終わることを祈念しつ

つ、晩秋の冷たい雤の降りしきる東京の夜に傘をならべ

て帰路に着きました。       （報告：編集部） 

開会の挨拶で熱弁をふるう鈴木正之理事長。 

一分スピーチの大トリは京北学園の川井正校長。 

こんなお茶目な校長

先生もいらして会場は

リラックスムード。 

↓谷村会長か

らは来年の10

周年行事の予

告が。 

パーッティー会場はひろびろゆったりと着席スタイルで。 
第一部にご出席の先生方。奥から矢菅、木村、島田、 

関根、吉田先生。 ９ 
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エリア関東 代表 仲野十和田 

（東京・ナカジュク） 
 ９月３０日（木）、帝国ホテルに

て、㈱私塾界前社長山田雄司氏を「偲

ぶ会」が行われました。代表で東進衛

星ゼミナール代表永瀬氏、栄光前代表北山氏、ティア

ラ代表増田氏、衆議院議員下村博文氏が、それぞれ送

る言葉を話されました。広くそして深く人と関わった

方だと感じました。業界の発展に尽力された功績は大

きかったと思います。謹んでご冥福をお祈り申し上げ

ます。 

さて、エリア関東及び会員絡み、どなたも参加可能    

な行事をご報告いたします。 

１１月７日（日）：ＯＫＫ（大井町を語る会：理事

長 木谷先生） 

私塾ネットの木谷先生、鈴木先生が中心となっ

て、毎年行われる私学相談会です。参加された先

生が、学校に関係なく受験生の進路相談を行って

くれるような雰囲気があり、とてもアットホーム

なイベントです。   

１１月１２日（木）：エリア関東、定例研修会 

 このところ、私学情報交換会（今年は10/24）で、

お話された学校へ伺うことが続いています。昨年

は専大付属高校の鈴木先生。一昨年は千代田女子

学園の菅原先生。魅力ある方々でした。さて、今

年はどんな先生にめぐり合えるか？楽しみです。 

１１月２８日（日）：エリア北海道(復活) 研修会 

 毎年恒例の研修会が札幌進学教室（入江先生）に

て、行われます。研修もさることながら…、美味

しいです（笑）。 

 翌日２９日（月） 育英塾（岸部先生）４０周年

記念会。 

 記念講演される上甲氏は、松下政経塾の初代塾

頭。子どもたちの自立を促す、とても興味のある

お話をされます。 

１２月５日（日）：八戸進学相談会 

 畑山先生が中心となって行われるイベントです。

生徒が主役となる素敵な会です。 

 こちらも、札幌同様、美味しいです（笑）。 

 同  日   ：学習塾合同忘年会  

  １月９日（日）：塾団体合同新年会 

  １月２３日（日）：エリア関東主催、ニューイ 

  ヤーパーティー。 

  他のエリアの方も、是非ご参加ください。 

   

 来年の１０周年全国研修大会は、今話題のスカイツ

リーが良く見える、「浅草ビューホテル」で行われ

ます。４月２４日（日）、空けておいてください

ね！ 

エリア中国 西川 敏博 

（広島・ノーベル学習館） 
 私塾ネット中国は「尐子化と不景気

をぶっ飛ばせ！」と題して、忘年会を

１１月１４日（日）リーガロイヤルホ

テル広島で企画。第１部はホテルの３

２階で広島の夜景を眺めながら夫婦で洋食ディ

ナー。日頃、お世話になっている奥様の労をねぎら

うことが大切と考えて・・・（数名は日頃の罪滅ぼ

しの意味もあるかも？）。 

 食事の後は地元ラジオなどで活躍中の平々亭青馬

（へいへいていぶるま）さんによる落語で思いっき

り腹を抱えて笑い、続いてビンゴゲームで大いに盛

り上がり、歌手上木ひろみさんによるキーボードの弾

き語りで懐かしい昭和のサウンドに酔いしれ、ここ

ぞとばかりにネットのメンバーがサプライズで飛び

入りで持ち歌を唄う！・・・etc。という豪華絢爛、

空前絶後の大宴会を企画。元気ですか↑元気があれ

ば何でも出来る！！私塾ネット中国は元気です。 

 さて、第２部はと申しますと。３３階のバーラウ

ンジへと更に上り、「塾の本音」「夫婦の本音」

「今の本音」をこの際言っちゃおう！聞いちゃお

う！とアルコールを更に注入して、脳みそをマスヤ

みそ状態に軟化させて親睦を更に深めていきます。 

 全国のネットの皆さん。広島の夜は熱い。仕事に

かける情熱も熱い。次の世代を担う子ども達を育て

る想いはもっと熱い。この企画の終了後、当日のエ

ピソードに写真を添えて次回ご報告させていただき

ます。乞うご期待あれ！ 

エリア四国 代表 寺嶋 謙次 

（香川・学習院セミナー） 
 先日、真っ青な空を見上げながら、

大阪で開催された大手塾のセミナーに

参加して来ました。今回のセミナーに

は、特に目的があったわけでもなく、

「何か役に立つ話（おいしい話）が聞けるといいな」

という軽い気持ちで参加したのですが…。 

 しかし、行ってみるものです。自塾で何が問題なの

か、自分が何を求めているのか、がはっきりとわかり

ました。それは、「校舎長（教室長）の育成」です。

そのセミナーで、特にそのことについて話があったわ

けでもないのですが、「校舎運営で最も大切なのは、

校舎長である」「校舎長が塾を決める」という、言わ

れると当たり前の言葉が耳に入ってきて、思わず「ウ 
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ム、ウム」とうなづいたものです。 

 校舎展開（教室展開）を考える際に、いつも「校舎

長の頭数が足りないな～」と悩んでいるにもかかわら

ず、なぜか研修をしているのは新人ばかり。校舎長

（候補）研修まで考えがいたりませんでした。「校舎

長にはどういう人が適当なのか、その適用基準は？」

「校舎長（候補）を育成するには、どういう点が重要

なのか？その研修システムをどう構築するのか」とい

う、新たな（？）経営課題をくっきりと浮き彫りにし

ていただき、これからまた「校舎長」に関するセミ

ナーを求めて、全国を歩き回りたいと考えています。 

 实は、もう一つ収穫がありました。そのセミナー

は、全国展開をしている塾が母体となっているのです

が、そういう「大手」と言われる塾でも、实は地域の

实情に照らし合わせて「仕組み」を変えているという

事实です。言われるとこれも当たり前です。全国展開

しているからこそ、いろいろな地域の特殊性に直面す

るわけです。それにどう対処するのかは、避けては通

れない問題でしょう。しかし、「全国展開するからに

は、一律の基準で」というのが、なんとなく当たり前

のように感じられていたのです。 

こういう時代だからこそ、「もっときめ細かやか

に」と心を新たにした「その日」でした。 

  エリア東北 代表 畑山 篤 

（青森・志学塾） 
 夏は暑かったと思っていたら、秋は駆

け足です。昨夜は授業の初めに「朝夕は

火の気が欲しいね。でも昔みたいにみそ

汁が凍るくらい寒い家はないしね…」と

話し始めたら、なぜか皆沈黙。しばらくして男子が

「みそシャーベット？」とポツリと言って首をかしげ

ました。「シャーベットか…」と私の方が驚いて笑っ

てしまいました。 

 この２０年、わが国の子ども世代の文化はかなり変

わってきました。塾長駆け出しのころ、男子は「先コ

ウの決めつけにむかつくんだよ！」などと坊主頭にわ

ずかばかりのそりを入れて粋がっていたり、髪の毛を

校則より尐し伸ばしてみたりしていました。女子は

口々に「父親が嫌い！汚い！」「同じ空間にいるだけ

で気が狂いそう！」とまくし立てたり、「聞いてよ、

父親の洗濯物と一緒にされたのよ」と割りばしで靴下

を洗濯機からつまみ出したことを話したりと、とにか

く元気がありました。また、たばこ、酒、異性…見つ

からないように隠れてたしなんでいたいわゆる"不

良"が同年代からはちょっぴりすてきに感じたり、近

づくのが怖かったりもあったようでした。 

 しかし、この数年の中学生には、何でも母親に話し

ている息子、父親と恋人のように買い物をする娘が増

えてきている気がします。もちろん親子のきずな、家

族のあり方は、その家庭の考え方で自由だと思います

が、…。 

 『ゆとり教育世代の○○が大変らしい!?』…この

フレーズの○○には何を入れたらよいでしょうか。

どうも「学力」どころの話ではなくなってきていま

せんかという切り口で、私塾ネット東北では昨年よ

り地域の子育て・教育イベントを開催してまいりま

した。今夏も８月２９日（日）１３時から１６時半

まで、八戸市総合福祉会館において「’１０不登校

フォーラムin八戸」を開催し、１２月５日（日）に

は昨年同様「小中学生にための最新！高校入試説明

会in八戸」を開催する予定です。 

 さて、不登校フォーラムのご報告をさせて頂きま

す。まず開会式では青尐年問題に国会で精力的に取

り組んでいらっしゃる地元選出の衆議院議員田名部

匡代さんからご挨

拶を頂き、その後

公開討論会へ。パ

ネラーは元公立中

学校校長・こころ

の相談員の関根清

正先生、日本教育

相談研究所統括本

部長の清水宝文先

生、畑山篤の３

名。そして、最後

１時間程しか時間

がとれませんで

したが４ブース

で５組の個別相談に対応いたしました。参加者は不

登校・ニートでお悩みのご家族や学校の教員、カウ

ンセリングなどの支援に携わっている方々など４１

名でした。最後に参加した方々の相談・感想のアン

ケートから１名だけご紹介させて頂きます。…「一

年間も不登校状態で手遅れだと思っております。で

も母親の言うことを聞くこともあるのでまだいける

のではと思います。今日の具体的な例をとってのお

話、心にしみこみ、反省させられました。今まで色

んなお話を聞く機会がありましたが、一番心にしみ

こみました。これからに希望がもてました。」（小

学５年生の祖母より）… 

 １２月５日（日）開催のイベントの詳細は決まり 

私塾ネット東北主催「不登校フォーラム in 八戸」 

挨拶に立たれた田名部衆議院議員 
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【高校受験からでは遅い】 
大学受験で成功するためには、小学生から勉強す

る習慣を付けることが必要だ。自分の頭で考え、す

ぐ答えを見ようとせず、難しい問題もじっくり考え

る。そういった習慣を小学生時代に身に付けた子ど

もは、必ず高校生になっても勉強を怠らない。高校

生になって急に親や周囲が「勉強しろ」と言って

も、やる子は尐ない。それは勉強のやり方が分から

ないのも理由である。 

例えば授業中に質問するなど、疑問があればその

ままにせずに質問を教師にぶつけるような積極性

は、小学生時代から習慣として身に付けておかない

と、高校生になってからでは急に身につかない。ま

た、自分で解決法を探ろうと、とことん考えるよう

な姿勢は、小学校時代から鍛錬しなければ、確立で

きない、まさに「鉄は熱いうちに打て」である。 

【ゆとり教育の弊害】 
 とり教育の高邁な精神を否定するつもりはない

が、その实践については大いに疑問を感じる。ゆと

り教育には、勉強という面で子どもが受身になると

いう弊害があったのではないだろうか。たとえば算

数のグラフを、書くのが面倒だと感じる子どもには

やらせないなど、好きなことを優先する風潮が生ま

れ、それがひいては学力低下を生んだと考える。 

 しかも、子どもの理解度が浅いのは、分かるよう

な授業をしていない学校に責任があるのだと、ただ

学校ばかりに責任を求めるような姿勢は疑問を感じ

る。「自主性・個性の尊重」という概念は大切だ

が、そういった口当たりのいい言葉が、内容を伴わ

ずにもてはやされているのではなかろうかと、危惧

する。 

特別寄稿 受験勉強は人間形成の場 シリーズ①  名誉会長 山口恭弘 

次第ご連絡させて頂きます。全国の皆様のお越し

を楽しみにお待ち申し上げます。 

お問い合せは 

東北エリア事務局0120-861-419まで。 

2009年の「最新！高校入試説明

会 in 八戸」。説明会場を埋めつ

くす受験生と保護者。→ 
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渉外部報告  渉外部部長・佐藤勇治 

１ 全日本学習塾連絡会議 

１、第94回全日本学習塾連絡会議 

 『学習塾百年の歴史－塾団体五十年史－』 

 塾団体・学習塾代表者・執筆者の会 

 第10回編集委員会（全体会）合同会議 

 （１）日 時：平成22年(2010)11月21日(日) 

 （２）会 場：中央大学 駿河台記念館 5階「560 

    号室」東京都千代田区神田駿河台3‐11‐5  

    ＪＲ「お茶の水駅」下車徒歩5分 

 （３）内 容：『学習塾百年の歴史－塾団体五十年 

    史－』進捗状況の説明 

    執筆各位の概要発表 

    小宮山博仁先生、小林弘典先生、渡辺 稔先 

    生、筒井勝美先生、須原秀和先生ほか） 

    各団体の行事報告と説明 

 （４）『学習塾百年の歴史－塾団体五十年史－』 

    執筆団体一覧 

   （10月24日現在、44団体参加。順不同） 

    私塾協議会、NPO法人 全国教育ボランティ 

    アの会、埼玉県私塾協同組合、茨城県学習塾 

    協同組合、民間教育連盟、塾教育研究会、進 

    路指導研究会、ＴＳＫネットワーク、七味会 

   （教研グループ）,神奈川県西部学習塾連絡会、 

     学校外教育研究会、学校教育支援調査会、 

    群馬学習塾協同組合、協同組合静岡県私塾連 

    盟、千葉学習塾協同組合、大井町から教育を 

    考える会、全国統一テスト会、日本教育ペン 

    クラブ、社団法人教育振興連合会、学校設置 

    会社連盟、東京私塾協同組合、NPO法人学習 

    塾全国連合協議会、社団法人日本青尐年育成 

    協会、青森県学習塾協議会、長野高校入試テ 

    スト会、しずおか私塾会、愛知県私塾協同組 

    合、愛知県進学研究会、名古屋進学連盟、関 

    西私塾教育連盟、関西私塾の会、泉州私塾連  

    合会、京都私塾連盟、岡山県私塾連盟、広島 

    私塾連盟、香川進学研究会、愛媛学習塾連 

    盟、徳島県私教育協同組合、福岡学習塾連 

    盟、佐賀県私塾協会、全日本学習塾連絡会 

    議、くろしお進学会、鳥取私塾の会、パソコ 

    ン教育推進協会 
 

２ 社団法人 全国学習塾協会 

１、塾の日フェスティバル2010 in みえ 

 （１）日 時：平成22年10月10日(日) 

 （２）会 場：戸田屋（近鉄／ＪＲ「鳥羽駅」 

 （３）出席者：160名 

 （４）内 容：[第1部] 塾の日記念式典（読書作文 

    コンクール・優秀作品表彰ほか） 

   [第2部] 三重県協議会からの発信（活動報告） 

 

   基調講演「出会いを生かせば道は開ける」 

        講師：中村文昭氏 

   [第3部] 懇親交流会（全国の塾長、私立学校、 

       企業関係者160名出席）    
 

３ NPO法人 学習塾全国連合協議会 

１、第31回私立中高進学相談会（後援：朝日新聞社） 

 （１）日 時：9月26日(日)／11：00－15：30 

 （２）会 場：新宿ＮＳビル 地下大展示場 

 （私立学校144校参加） 

 （３）参加者：保護者、子ども（小学生、中学生）

約3000名参加 

 （４）内 容：じっくり聞ける相談会、 

      特別セミナー「来年度入試はこうなる」 

２、第36回 NPO 塾全協全国研修大会 

 （１）日 時：11月3日(祝)／13：30－19：00 

 （２）会 場：私学会館 アルカディア市ヶ谷 

 （３）対 象：学習塾、私立学校、教育関連企業 

 （４）内 容：「改革のうねりはなお続く」 

       －制度の改革と質の改革 
 

４ 東京私塾協同組合 

１、親と子の「私立・都立中学高校受験相談会」 

 （１）日 時：10月3日(日)／13：30－16：30 

 （２）会 場：ホテルグランドパレス（九段下） 

 （３）参加者：約1000名（私立中学・高校、都立高 

    校、国立中学・高校 合同参加） 

 （４）内 容：私立、都立、国立の先生方と塾の先 

    生が、正しい学校選びを教えてくれる合同相 

    談会 

２、塾団体合同忘年会 

 （１）日 時：12月5日(日)／18：00－20：00 

 （２）会 場：ホテルグランドパレス（九段下） 
 

５ 埼玉県私塾協同組合 

１、平成23年度  

 （１）日 時：10月3日(日)／9：50－16：20 

 （２）会 場：大宮ソニックシティ 7階 会議室 

    （702-706号室） 

 （３）出席者：私立中高、県立高校67校参加 

 （４）内 容：4会場で1校20分ずつ、学習塾の先生 

    方を対象としたユニークな入試説明会 

２、ＳＳＫ忘年会 

 （１）日 時：12月12日(日)／18：00－20：30 

 （２）会 場：川越 福富（予定） 
 

５ 千葉学習塾協同組合 

１、2010公立高校進学相談会（後援：千葉県教育委員 

  会、千葉市教育委員会ほか5市教育委員会） 

 （１）日 時：10月24日(日)／13：00－16：15 

 （２）会 場：千葉市民会館 ＪＲ｢東千葉駅｣下車 

 （３）参加校：千葉県公立高校46校、国立高専1校 

    の個別相談会 
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 （４）内 容：各公立高校の先生と直接お話ができ 

   る個別形式の相談会。全体説明会も同時開催。 
 

※私塾ネットほか各団体の行事予定は平成22年度『教

育ネット要覧』≪十周年記念誌≫をご覧下さい。 
 

 

予告・私塾ネット設立１０周年記念研修大会・祝賀会 

会員の皆様には、日頃よりいろいろとご協力いただ

きありがとうございます。今年度も賛助会員の方々と

各エリアのご協力の基、円滑な会計運営ができるよ

う、宜しくお願い申しあげます。現在、22年度のセン

ター会費の徴収を行っております。つきましては、各

エリアごとに、センター会費を集めさせていただきた

いと思います。詳細は、エリア代表ないしはエリア会

計担当にお問い合わせください。 

エリア代表者 

エリア関東 仲野十和田（ナカジュク） 

エリア中国 佐藤将紀（若竹塾） 

エリア四国 寺嶋謙次（学習院セミナー） 

又、北海道、エリア東北、エリア中部、エリア近

畿、エリア九州に於きましては、センター会計部よ

り、個別にご案内をお届けいたしておりますので、

ご確認ください。すでに振り込み済みのエリア・会

員の方も多数でございます。 

又、賛助会員の方におかれましては、代表者の変

更などございましたら、ご連絡のほど宜しくお願い

申し上げます。 

尚、詳細やご不明な点は、センター会計部 監物

一男(048-688-6903 向学館内)までお問い合わせくだ

さい。 

【郵便振替でご送金の場合】 

 以下の郵便口座までご送金ください。 

（口座番号）０２３０－６－００６８８２０ 

（口座名義）全日本私塾教育ネットワーク 

【銀行振替でご送金の場合】 

埼玉りそな銀行 七里支店 普通預金4413316 

（口座名義）私塾ネット 会計部長 監物一男 

以上、よろしくお願い申しあげます。 

会計部報告  会計部部長・監物一男 

日時：２０１１年４月２４日(日) 会場：東京都台東区浅草・浅草ビューホテル 

10周年記念行事準備委員長 谷村志厚 

 私塾ネットは２００１年６月、全塾連、ＰＴＦ、

日私会の３団体の大同団結の結果産声を上げまし

た。以来１０年、紆余曲折があるとはいえ、執行部

の世代交代もふくめ、まずまずの成果を残している

と自画自賛するところです。 

 さて、その設立１０周年を祝って、来年４月２４

日（日）に浅草を舞台に記念研修会と祝賀会を開催

することとなりました。いま東京下町浅草は東京ス

カイツリー建設で大盛り上がりです。隅田川ごしに

仰ぐ新タワーは１０月末現在５００メートルに達

し、圧倒的な存在感で見る者に感動をあたえていま

す。まさに浅草の新名所として地域活性化の起爆剤

になっています。そこで我々もそのパワーを享受し

たいと思います。 

 また一方で浅草は学習塾生誕の地でもあります。

私塾ネットにも縁の深い島本時習塾こそ、明治以降

の学習塾の原型ともいえるものです。そんな新旧の

縁をより所に、浅草を舞台に１０周年大会を開催し

ます。 

 日時：2011年4月24日(日) 午後２時～８時 

 会場：浅草ビューホテル 

 内容：午後2時～・10周年設立式典 

         ・記念研修会（講演会） 

       午後6時～・祝賀会(塾･私学･企業懇親会） 

 

＊私塾ネット広報10周年記念号の発刊 
広報誌記念号の発行を計画しています。私塾ネット

の10年の歩みを記録するとともに、広く会員の皆様

の声を掲載させていただきたいと思っています。 

 体 裁：Ａ４ｻｲｽﾞ40頁程度（カラー16、モノクロ24ｐ） 

 発行日：2011年4月24日 

経営教科研究論文、塾教育に関するご意見文やお一

人200字程度の「つぶやき」を特集した「私塾ネッ

ト誌上ツイッター」など、皆さんの投稿を歓迎いた

します。詳細は後日ご案内いたします。   

２０１１．４．２４は浅草でお会いしましょう！ 
2011年4月時点の想像図、浅草から隅田川ごしの風景。 
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私塾ネットセンター 事務局通信 

閑話休題       編集長 谷村志厚 
エリア通信で仲野さんも触れられていたが、月刊私塾界の山

田さんが亡くなられたのはショックだった。昭和４０年以降の

塾業界の変容のなかにあって、側面から業界を支えられた

功績は大きい。年齢的にほぼ同時代を同じ業界に生きた者

にとって、その早すぎる死を惜しむばかりだ◆当誌の編集の

さなか、関西から訃報が届いた。藤原学園実験教育研究所

の藤原信先生が亡くなられた。享年８６歳だから大往生とも

いえるだろうか。今から２０年も前だが、藤原先生が主宰する

「星くずの村」実験学校を、小豆島に訪ねたことは鮮烈な思

い出だ。昭和３１年大阪で藤原学園を創業された。以降学習

塾業界の重鎮として活躍され、理科実験教育の先端を歩か

れた。小豆島に実験学校を開校するなど、その活動はなん

ともスケールの大きい、夢いっぱいの事業を展開された◆そ

の小豆島の学校内にある、先生ご自慢のナイトラウンジでお

酒をいただいたことがある。ラウンジの天井一面に宇宙銀河

が水晶で描かれ、寝ころびながら小宇宙を酒の肴に夜を過

ごすのである。なんともすてきな「愛飲家」であることかと、うら

やましく思った次第である。ご冥福をお祈りしたい◆広報の

編集を平林さんから引き継いで足かけ３年である。それ以前

から印刷は当方で引き受けていたので、２００４年７月の７号

からの関わりである。自塾で毎月塾報ＡＩＭ通信を発行して

いる。これが先月３００号を迎えた。市販の刊行物であれば

記念号の制作となるのであろうが、こちらはたんに通過点と

淡々としたものである。しかしそれでも毎月発行だから、ジャ

スト２５年を越えたのである。よくも続いたと制作者自身は

こっそりと自己満足し、ひとり祝杯をあげたのであった。 15 

フォート・ほっとコラム 
 

实  ＜家の中に宝をいっぱいに満たすこと＞ 

实りの秋、収穫の秋、感謝（お祭り）の秋。身も

心も充实し、一段と仕事にも熱が入る季節となりま

したが、「年年歳歳花相似たり・・・・・」と、今

年もまた同じことの繰り返しで、何も変わらない毎

日を過ごしています。 

ところでこの一見平凡に見える変わらない毎日が

实はとても貴重であり、いつも同じことができるこ

とは「幸せなのだ」ということに最近気づきまし

た。 

わが国の大臣だけでなく、身近なところでも、この

間までここにあった店がもうなくなっているとか、

尐し前まで元気だった人も今はもう・・・などと激

しく移り変わる日々を送る中、今年も変わらず同じ

ことができるということは「とても幸せなこと」な

のです。きっと。 

そしてこれに気づいた今、こうして育ち行く子供

らとともに生きていけることに感謝し、初心に返っ

て子供らに学ぶ喜びを教えるべく情熱を燃やし、充

实した日々を送らなくてはと思うこのごろです

が・・・・。 
 

实 ＜中身の詰まった一年にしたい＞ですね。 

文＆写真：城忠道・エリア中国・芸城学院） 

実 ＜家の中に宝をいっぱい満たすこと＞ 

 厳しい暑さが続いたと思ったら、突然寒くなる。な
かなか秋のいい季節が短く感じられるこの頃ですね。
私は夏前から体調を崩していてなかなか治らない状態
が続いています。命にかかわる病気ではないのです
が、体が思うように動かず難儀しております。皆様も
どうぞお体は大切にしてくださいね。 
 そのような状態でここ数カ月、引きこもりのような
生活をしておりましたが、先日久しぶりに晴れやかな
場に参加させていただきました。 
 それはエリア四国の研修会でした。 
 この秋のエリア四国の研修会は、なんと首都圏で行
われました。センターとエリア関東からも、理事長・
会長・事務局長・代表・総務などの役員が出席しまし
た。 
 １部は藤沢駅前にあるステップさん（エリア関東会
員）の塾舎で、施設見学のあと、ステップ代表の龍井
先生のお話をお聞きしました。四国の先生の多くは龍
井先生のお話を始めて聞く方も多く、かなりのショッ
クを受けていらっしゃったのではないかと思います。 
 ２部は品川に移動して品川プリンスホテルで懇親会
でした。いつもは四国でお会いする先生方と品川でわ
いわいやるのはとても新鮮でした。詳細は別掲載の記
事をご覧いただければと思います。 
 当日も私は体調が今一で、皆さんにご迷惑をかけて
しまうのではないかと心配していたのですが、それも
杞憂に終わり懇親会の最後まで楽しく過ごすことがで
きました。 
 企画して下さった寺嶋先生、湯口先生、山田先生、

会場を提供しいろいろなお話をして下さった龍井先
生、本当にありがとうございました。 
 最後のカラオケは体力が続かなかったのでパスしま
したが、田村先生の雄姿が見れなかったのが心残りで
す。 
 来年、エリア四国の研修会が四国で行われる時まで
には体調を治して、是非参加したいと思っています。 

センター事務局 石川維雪  
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賛助会員一覧(順不同) 東京女子学園              実吉 幹夫先生   

東京都港区芝4-1-30             ℡03-3451-6523 

駒込中学高等学校            河合 孝允先生     

東京都文京区千駄木5-6-25       ℡03-3828-4141 

愛国中学高等学校            高橋 英夫先生  

東京都江戸川区西小岩5-7-1      ℡03-3658-4111 

日本橋女学館中学高等学校    羽田野 敦先生 

東京都中央区日本橋馬喰町2-7-6  ℡03-3662-2507 

安田学園中学高等学校      福谷 隆芳先生 

東京都墨田区横綱2-2-25         ℡03-3624-2666 

科学技術学園高等学校      船津 和良先生 

東京都世田谷区成城1-11-1     ℡03-5494-7711 

日本音楽高等学校        中野 道代先生 

東京都品川区豊町2-16-12     ℡03-3786-1711 

立正中学高等学校        今田 正利先生 

東京都品川区大崎4-2-16      ℡03-3492-4416 

上野学園中学高等学校      高橋公美子先生 

東京都台東区東上野4-24-12    ℡03-3842-1021 

二松学舎大学付属高等学校   舘野 宏 先生 

東京都千代田区九段南2-1-32    ℡03-3261-9288 

村田女子高等学校 

村田学園小石川女子中学校    武 雅祐先生 

東京都文京区本駒込2-29-1     ℡03-5940-4187 

自由学園（中等部・高等部）  椚田 結子先生 

東京都東久留米市学園町1-8-15  ℡042-422-3111 

帝京中学高等学校       大谷 幸男先生 

東京都板橋区稲荷台27-1     ℡03-3963-4711 

京華学園           今野 巌 先生 

東京都文京区白山5-6-5      ℡03-3941-6493 

千代田女学園         菅原 俊軌先生 

東京都千代田区四番町11     ℡03-3263-6551 

日出中学高等学校       寺本 郁夫先生 

東京都目黒区目黒1-6-15     ℡03-3492-3388 

目黒学院中学校        高山 松三先生 

東京都目黒区中目黒1-1-50    ℡03-3711-6556 

共栄学園中学高等学校     伊藤 裕先生 

東京都お花茶屋2-6-1      ℡03-3601-7136 

仙台育英学園高等学校     澤田 敏明先生 

宮城県仙台市宮城野区宮城野2-4-1℡022-293-1125 

北海道芸術高等学校      鈴木 康弘先生 

東京都豊島区池袋2-78-10     ℡03-5979-9095                       

(株)創開コミュニティー     小林 和光様   

千葉県柏市柏2-7-22-202      ℡04-7164-6511 

ドラゴンフィールド㈱     和田 功様 

東京都千代田区神田錦町3-23   ℡03-5282-3174 

㈱パワーコンサル       山田 博史様 

東京都豊島区東池袋1-21-11-7Ｆ  ℡03-5928-1686 

 

関東国際高等学校        村山ｻﾝﾄﾞﾗｰ先生 

東京都渋谷区本町3-2-2      ℡03-3376-2244 

江戸川学園取手中学高等学校   竹澤 賢司先生 

茨城県取手市西1-37-1       ℡0297-74-8771 

十文字中学高等学校           夘木 幸男先生 

東京都豊島区北大塚1-10-33     ℡03-3918-0511 

東洋高等学校               野間 一夫先生  

東京都千代田区三崎町1-4-16    ℡03-3291-3824 

桜丘中学高等学校             品田 健 先生  

東京都北区滝野川1-51-12       ℡03-3910-6161 

聖徳大学附属中高等学校       川並 芳純先生 

千葉県松戸市秋山600           ℡047-392-8111 

麹町学園女子中高等学校       大野 博人先生  

東京都千代田区麹町3-8      ℡03-3263-3014 

春日部共栄中学              宇野 禎弘先生   

埼玉県春日部市上大増新田213   ℡048-737-7611 

大成高等学校                 森   保  先生      

東京都三鷹市上連雀6-7-5       ℡0422-43-3196 

東京学園高等学校             須藤 勉  先生   

東京都目黒区下目黒6-12-25     ℡03-3711-6641 

東京立正中学高等学校         藤井 教戒先生  

東京都杉並区堀ノ内2-41-15     ℡03-3312-1111 

八雲学園中学高等学校       横山 孝治先生 

東京都目黒区八雲 2-14-1      ℡03-3717-1196 

関東第一高等学校             副田 康孝先生   

東京都江戸川区松島2-10-11     ℡03-3653-1541 

武蔵野中学高等学校           丹野 秀彦先生 

東京都北区西ヶ原4-56-20       ℡03-3910-0151 

神田女学園中学高等学校      

東京都千代田区猿楽町2-3-6   ℡03-3291-2447 

和洋国府台女子中学高等学校   太田陽太郎先生 

千葉県市川市国分4-20-1     ℡047-371-1120 

東京文化中学高等学校     上前 善勝先生 

東京都中野区本町6-38-1     ℡03-3381-0196 

文京学院大学女子中学高等学校 嶋田 栄司先生 

東京都文京区本駒込6-18-3    ℡03-3946-5301 

京北学園中学高等学校         実方 隆志先生 

東京都文京区白山5-28-25    ℡03-3941-6253 

大森学園高等学校            矢部 一紀先生 

東京都大田区大森3-2-12        ℡03-3762-7336 

東京成徳大学中学高等学校    増澤 文徳先生 

東京都北区豊島8-26-9      ℡03-3911-2786 

日本工業大学駒場中学高等学校 河村 文夫先生 

東京都目黒区駒場1-35-32     ℡03-3467-2130  

青稜中学高等学校             笠松 芳幸先生 

東京都品川区二葉1-6-6          ℡03-3782-1502 


